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研修時間 

２０分間 

主な内容 

○ 子どもたちや保護者に障がいの理解を促す方法について交流し、「互いのよさを認め合える学級づ

くり」についての理解を深める研修 

手   順 

準   備 ・「Ⅲ－１ 学級づくり ③ 障がい理解」のシート 

・「発達障がいなど、特別な教育的支援についての説明例」のシート（幼 13、小 26、

中 39、高 52） 
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１分 １ 研修のねらいの確認 

・発達障がい等への教育的支援について理解する方法を考える。 

※子どもや保護者の障がいへの理解の程度と障がいをもつ子どもへの配慮（言葉の選

び方など）を考慮する。 

２分 ２ 研修方法の説明 

・「発達障がいなど、特別な教育的支援についての説明例」を確認する。 

※障がいの定義や種類、特別支援学校や学級の取組、将来の生活など、生徒や保護者

が疑問に思っている内容も障がい理解の対象になることを伝える。 

 

 

１０分 

 

 

４分 

 

２分 

 

３ シートを活用した演習 

① 「子どもたちに、障がいの理解を深める取組の交流」と「保護者に、障がいの理

解を深める取組の交流」のテーマに分かれ、３～４人の小グループで取組事例につ

いて交流・協議する。 

② 全体交流 

・テーマ別グループ協議の内容を交流する。 

③ 今後の方向性の確認 

・学級活動や保護者懇談会など、理解啓発する時間を決定する（個人）。 

 

１分 ４ まとめ、振り返り 

事後の取組 ○ グループでの協議内容をまとめ、配付する。 

「校内研修プログラム」の活用事例 

～子どもや保護者に障がいの理解を促すための校内研修～ 

 【活用するシート】 
Ⅲ―１ 学級づくり  

    ③ 障がいの理解  

○ 「障がい」ではく、「支援が必要な人」という視点をもつことが大切だと感じました。 

○ 「障がいの理解」の視点で互いを認め合うことは、通常学級の全ての子ども同士の関わり方
の改善にもつながると感じました。 

ここがポイント！ 

３～４人の小グループにするこ

とで、短時間でも参加者全員が発言

できるようにします。 


